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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　体腔内を観察する為の電子内視鏡から出力される画像信号に所定の処理を施す電子内視
鏡用プロセッサであって、接続された該電子内視鏡及び該プロセッサに関する操作を行う
為の操作ボタンが表示されるタッチパネルを備えた電子内視鏡用プロセッサにおいて、
　前記電子内視鏡は、自己の種類を識別させる識別情報を有し、
　前記電子内視鏡プロセッサは、
　　前記操作ボタンの表示及び機能割当を設定する設定手段であって、前記電子内視鏡か
ら取得した前記識別情報に基づいて該電子内視鏡が実行可能な機能を判別し、前記タッチ
パネルの任意の表示領域に該実行可能な機能に対応する該操作ボタンを表示させる表示手
段と、該表示手段により表示された該操作ボタンの表示領域に、該操作ボタンに対応した
機能を割り当てる機能割当手段と、を有した設定手段をさらに備えたこと、を特徴とする
電子内視鏡用プロセッサ。
【請求項２】
　それぞれ異なった、前記操作ボタンに関するパターンを複数有し、
　前記設定手段は、選択された該パターンに応じて、該操作ボタンの表示及び機能割当を
設定すること、を特徴とする請求項１に記載の電子内視鏡用プロセッサ。
【請求項３】
　所定の操作に関連づけられた、前記操作ボタンに関するパターンを複数有し、
　前記設定手段は、該所定の操作に応じて、該操作ボタンの表示及び機能割当を設定する
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こと、を特徴とする請求項１に記載の電子内視鏡用プロセッサ。
【請求項４】
　体腔内を観察する為の電子内視鏡と、
　前記電子内視鏡と接続された、該電子内視鏡から出力される画像信号に所定の処理を施
す電子内視鏡用プロセッサであって、接続された該電子内視鏡及び該プロセッサに関する
操作を行う為の操作ボタンが表示されるタッチパネルを備えた電子内視鏡用プロセッサと
、を備えた電子内視鏡システムにおいて、
　前記電子内視鏡は、自己の種類を識別させる識別情報を有し、
　前記電子内視鏡用プロセッサは、前記操作ボタンの表示及び機能割当を設定する設定手
段であって、前記電子内視鏡から取得した前記識別情報に基づいて該電子内視鏡が実行可
能な機能を判別し、前記タッチパネルの任意の表示領域に該実行可能な機能に対応する該
操作ボタンを表示させる表示手段と、該表示手段により表示された該操作ボタンの表示領
域に、該操作ボタンに対応した機能を割り当てる機能割当手段と、を有した設定手段をさ
らに備えたこと、を特徴とする電子内視鏡システム。

【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　この発明は、体腔内を観察する為の電子内視鏡から出力される画像信号に所定の処理を
施す電子内視鏡用プロセッサ、及び該電子内視鏡用プロセッサを備えた電子内視鏡システ
ムの操作に関する。
【背景技術】
【０００２】
　一般的に、体腔内を観察する為の医療用電子内視鏡システムは、体腔内を観察する為に
該体腔内に挿入される電子内視鏡（電子スコープ）であって、挿入部先端に体腔内の撮像
を行う為の固体撮像素子を有した電子内視鏡と、該電子内視鏡を介して体腔内を照明する
光源部や該電子内視鏡から出力される画像信号に所定の処理を施す画像処理部等を備える
電子内視鏡用プロセッサ、及び該電子内視鏡用プロセッサから出力される映像信号を表示
する外部モニタから構成されている。
【０００３】
　上記医療用電子内視鏡システムのうち電子内視鏡の操作は、主に、術者が電子内視鏡を
把持する為の把持部近傍に設けられた操作ボタンやレバーを操作することによって行われ
る。これらの操作ボタンやレバーを操作すると、例えば、電子内視鏡の挿入部先端を上下
左右に湾曲させたり、電子内視鏡にセットされた鉗子などの処置具を操作したりすること
ができる。
【０００４】
　また、電子内視鏡用プロセッサの操作は、主に、該プロセッサのフロント部分に設けら
れたフロントパネルを操作することによって行われる。このフロントパネルの各入力部（
操作ボタン等）には各種機能が割り当てられており、これらの入力部を操作すると、操作
された入力部に応じて、例えば、光源部の調光や、外部モニタにおける体腔内の観察画像
の表示に関する設定（エンハンス、カラーバランス、ブライトネス等）を行うことができ
る（例えば、特許文献１参照）。
【特許文献１】特開２０００－１３９８３４号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　一般に、電子内視鏡用プロセッサは、該プロセッサを購入した際に、既に、フロントパ
ネルの各入力部に上述したような各種機能が割り当てられている。従って、各入力部の配
置によって術者が該入力部の操作性に不満を感じた場合であっても、該入力部の配置を変
更することができない為、該操作性を改善することができなかった。
【０００６】
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　また近年、電子内視鏡及び電子内視鏡用プロセッサは多様化、高性能化、及び高機能化
している為、フロントパネルに配置されている入力部の数は多くなる傾向にある。一般に
電子内視鏡用プロセッサは複数の術者が様々な電子内視鏡を装着して使用する為、複数の
機種の電子内視鏡の全ての機能に対応して入力部が設けられている。従って、装着された
電子内視鏡の機種によってはフロントパネルの入力部に割り当てられている機能の中に不
要なものがあることがある。医療行為は迅速な判断が要求される為、不要な機能を有した
入力部の存在は望ましくなかった。
【０００７】
　そこで、本発明は上記の事情に鑑み、術者にとって操作性が優れ、また、接続された電
子内視鏡の種類に応じて不要な機能を有した入力部を削除することができる電子内視鏡用
プロセッサ、及び該電子内視鏡用プロセッサを備えた電子内視鏡システムを提供すること
を目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　上記の課題を解決する本発明の一態様に係る電子内視鏡用プロセッサは、体腔内を観察
する為の電子内視鏡から出力される画像信号に所定の処理を施すものであって、接続され
た該電子内視鏡及び該プロセッサに関する操作を行う為の操作ボタンが表示されるタッチ
パネルを備えている。そしてこの電子内視鏡用プロセッサは、操作ボタンの表示及び機能
割当を設定する設定手段であって、電子内視鏡が実行可能な機能を判別し、タッチパネル
の任意の表示領域に該実行可能な機能に対応する該操作ボタンを表示させる表示手段と、
該表示手段により表示された該操作ボタンの表示領域に、該操作ボタンに対応した機能を
割り当てる機能割当手段を有した設定手段をさらに備えている。従って、術者は、タッチ
パネル画面内に自身の好みに応じた操作ボタンの表示及び機能割当を設定することができ
る。そのため、電子内視鏡用プロセッサの操作性が格段に向上する。
【０００９】
　また、上記電子内視鏡用プロセッサは、それぞれ異なった、操作ボタンに関するパター
ンを複数有しており、設定手段は、選択された該パターンに応じて、該操作ボタンの表示
及び機能割当を設定することができる。
【００１０】
　また、上記電子内視鏡用プロセッサは、所定の操作に関連づけられた、操作ボタンに関
するパターンを複数有しており、設定手段は、該所定の操作に応じて、該操作ボタンの表
示及び機能割当を設定することができる。
【００１１】
　また、上記電子内視鏡用プロセッサにおいて、設定手段は、接続された電子内視鏡に対
応した操作ボタンの表示及び機能割当を設定することができる。
【００１２】
　また、上記の課題を解決する本発明の一態様に係る電子内視鏡システムは、体腔内を観
察する為の電子内視鏡と、該電子内視鏡と接続された、該電子内視鏡から出力される画像
信号に所定の処理を施す電子内視鏡用プロセッサであって、接続された該電子内視鏡及び
該プロセッサに関する操作を行う為の操作ボタンが表示されるタッチパネルを備えた電子
内視鏡用プロセッサを備えたものである。この電子内視鏡システムに備えられた電子内視
鏡用プロセッサは、操作ボタンの表示及び機能割当を設定する設定手段であって、電子内
視鏡が実行可能な機能を判別し、タッチパネルの任意の表示領域に該実行可能な機能に対
応する該操作ボタンを表示させる表示手段と、該表示手段により表示された該操作ボタン
の表示領域に、該操作ボタンに対応した機能を割り当てる機能割当手段を有した設定手段
をさらに備えている。
【００１３】
　なお、上記電子内視鏡システムにおいて、電子内視鏡は、自己の種類を識別させる識別
情報を有しており、設定手段は、該識別情報に基づいて操作ボタンの表示及び機能割当を
設定する。
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【発明の効果】
【００１４】
　以上のように本発明の電子内視鏡用プロセッサは、操作ボタンの表示及び機能割当を設
定する設定手段であって、タッチパネルの任意の表示領域に該操作ボタンを表示させる表
示手段と、該表示手段により表示された該操作ボタンの表示領域に、該操作ボタンに対応
した機能を割り当てる機能割当手段を有した設定手段を備えている。従って、術者は、タ
ッチパネル画面内に自身の好みに応じた操作ボタンの表示及び機能割当を設定することが
できる。そのため、電子内視鏡用プロセッサの操作性が格段に向上する。
【００１５】
　また、本発明の電子内視鏡用プロセッサによると、該電子内視鏡用プロセッサに接続さ
れた電子内視鏡の種類に応じた機能を操作部に割り当てることができる。従って、タッチ
パネル画面内から不要な操作ボタンを自動的に削除することができる。術者にとって不要
な判断材料がタッチパネル画面内から削除されている為、電子内視鏡用プロセッサの操作
性が向上する。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１６】
　本発明の実施形態の電子内視鏡用プロセッサを構成要素とする電子内視鏡システムの構
成について概説する。図１は、本発明の実施形態の電子内視鏡システム１００の概略構成
図である。以下に、図１を用いて、この電子内視鏡システム１００の構成及び作用を説明
する。
【００１７】
　電子内視鏡システム１００は、プロセッサ１００Ａと、該プロセッサ１００Ａに接続さ
れた電子内視鏡１００Ｂ、モニタ（外部モニタ）１００Ｃ及びキーボード１００Ｄから構
成されている。プロセッサ１００Ａは、フロントパネルに設けられた、プロセッサ１００
Ａ及び電子内視鏡１００Ｂに関する操作を行う為の操作部１０と、電子内視鏡１００Ｂの
コネクタＣが接続される接続口２０と、メモリカードが差し込まれるメモリカード挿入部
３０を有している。
【００１８】
　操作部１０は、例えば赤外線方式（赤外線遮光方式）のタッチパネルディスプレイ（タ
ッチパネル付ディスプレイ）で構成されている。この操作部１０は、赤外線方式に限らず
、例えば、抵抗膜方式や、超音波表面弾性波方式、静電容量方式、電磁誘導方式等の他の
方式のタッチパネルディスプレイで構成されていてもよい。
【００１９】
　電子内視鏡１００Ｂは、コネクタＣにより、プロセッサ１００Ａの接続口２０に設けら
れた映像・制御系電気コネクタ２０Ａ（図２）において電気的に接続され、かつ該接続口
２０に設けられたライトガイドコネクタ２０Ｂ（図２）において光学的に接続されている
。また、モニタ１００Ｃ及びキーボード１００Ｄは、それぞれプロセッサ１００Ａに電気
的に接続されている。
【００２０】
　電子内視鏡システム１００を使用した内視鏡処置は以下のようにして行われる。プロセ
ッサ１００Ａの光源部（不図示）から発光された光は、プロセッサ１００Ａの接続口２０
のライトガイドコネクタ２０Ｂ及び電子内視鏡１００ＢのコネクタＣを介して、電子内視
鏡１００Ｂのライトガイド（不図示）に入射する。そして該光は、ライトガイドにより導
光されて電子内視鏡１００Ｂの挿入部先端から照射され、体腔内の観察部位を照明する。
電子内視鏡１００Ｂの先端に備えられているＣＣＤ（不図示）は、受光面に形成された観
察部位の光学像に対応する電荷を蓄積し、該蓄積電荷に基づく電圧値を画像信号として出
力する。画像信号は、電子内視鏡１００ＢのコネクタＣ及びプロセッサ１００Ａの接続口
２０の電気コネクタ２０Ａを介してプロセッサ１００Ａに送信される。プロセッサ１００
Ａは、画像信号に所定の画像処理を施した後、ビデオ信号としてモニタ１００Ｃに出力す
る。モニタ１００Ｃは、入力する信号に対応した画像を表示する。術者は、モニタ１００
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Ｃに表示される画像を観察することにより、病変部の発見や診療を行う。
【００２１】
　図２は、本発明の実施形態の構成要件であるプロセッサ１００Ａのフロントパネル、モ
ニタ１００Ｃの画面、及びキーボード１００Ｄを示した概略構成図である。また、図３は
、操作部１０及び設定部４０を示した概略構成図である。以下に、図２及び図３を用いて
、電子内視鏡システム１００の構成及び作用を説明する。
【００２２】
　図２に示すように、操作部１０のタッチパネルディスプレイのタッチパネル画面内には
、ボタンＢＴＮ１～ＢＴＮ１５が投影されている。これらのボタンには、例えば、エンハ
ンス、カラーバランス、ブライトネス、ホワイトバランス等の画像処理の設定に関する機
能や、調光等の光源部の設定に関する機能が割り当てられている。電子内視鏡システム１
００を用いて診断・治療等を行う際、術者は、操作部１０の各ボタンＢＴＮ１～ＢＴＮ１
５に適宜触れることにより、各ボタンＢＴＮ１～ＢＴＮ１５に割り振られた機能を実行さ
せることができる。
【００２３】
　図３を用いて操作部１０のタッチパネル画面の表示と機能割当との関係を説明する。図
示するように、操作部１０は長方形の透明板からなるタッチパネル画面を有している。こ
の長方形のタッチパネル画面の外周側には、該タッチパネルを囲むように、複数の発光素
子及び受光素子が整列して配置されている。これらの発光素子は例えば発光ダイオード（
以下、ＬＥＤとする）であり、受光素子はフォトトランジスタ（以下、Ｐｔｒとする）で
ある。
【００２４】
　図３に示すように、これら複数の発光ダイオードであるＬＥＤ１～ＬＥＤｎは、操作部
１０のタッチパネル画面の下辺に沿って配置されている。また、複数のフォトトランジス
タであるＰｔｒ１～Ｐｔｒｎは、上記下辺に対向する辺、すなわち該タッチパネル画面の
上辺に沿って配置されている。ＬＥＤ１～ＬＥＤｎとＰｔｒ１～Ｐｔｒｎとは互いに対向
し、ＬＥＤ１から投光された光はＰｔｒ１が受光し、ＬＥＤ２から投光された光はＰｔｒ
２が受光し、ＬＥＤｎから投光された光はＰｔｒｎが受光するよう配置されている。すな
わち各発光ダイオードと各フォトトランジスタとは、それぞれ１：１の関係で配置されて
いる。
【００２５】
　さらに、複数の発光ダイオードであるＬＥＤ１’～ＬＥＤｍ’は、操作部１０のタッチ
パネル画面の左辺に沿って配置されている。また、複数のフォトトランジスタであるＰｔ
ｒ１’～Ｐｔｒｍ’は、上記左辺に対向する辺、すなわち該タッチパネル画面の右辺に沿
って配置されている。ＬＥＤ１’～ＬＥＤｍ’とＰｔｒ１’～Ｐｔｒｍ’とは互いに対向
し、ＬＥＤ１’から投光された光はＰｔｒ１’が受光し、ＬＥＤ２’から投光された光は
Ｐｔｒ２’が受光し、ＬＥＤｎ’から投光された光はＰｔｒｎ’が受光するよう配置され
ている。すなわち各発光ダイオードと各フォトトランジスタとは、それぞれ１：１の関係
で配置されている。
【００２６】
　操作部１０のタッチパネル画面の表示及び機能割当を司る設定部４０は、表示部（ディ
スプレイ部）４１及び割当部４２から構成されている。この表示部４１は、例えばＬＣＤ
（液晶ディスプレイ）であり、プロセッサ１００Ａ、及び該プロセッサ１００Ａに接続さ
れた電子内視鏡に関する操作を行う為のボタンを表示し、タッチパネル画面内に投影させ
るものである。表示部４１は、タッチパネル画面内の位置を、各フォトトランジスタの配
置と関連付けた２次元座標で把握している。具体的には、タッチパネル画面内において、
Ｐｔｒ１～Ｐｔｒｎと垂直方向で一致する位置をＸ１～Ｘｎとして記憶し、Ｐｔｒ１’～
Ｐｔｒｍ’と水平方向で一致する位置をＹ１～Ｙｍとして記憶している。この表示部４１
は、プロセッサ１００Ａが有する描画プログラムを用いてタッチパネル画面内に種々のボ
タンを描画・投影することができる。
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【００２７】
　割当部４２は、表示部４１と同様に、タッチパネル画面内の位置を、各フォトトランジ
スタと関連付けた座標で把握している。さらに、この割当部４２は、該座標と関連付けて
、表示部４１によってタッチパネル画面内に投影された各ボタンに、それぞれ対応した機
能を割り当てることができる。
【００２８】
　例えば座標（Ｘ３２、Ｙ１１）にホワイトバランスを調整するボタンＢＴＮ１０が設定
されており、術者がこのＢＴＮ１０を操作したときのプロセッサ１００Ａの動作を説明す
る。このＢＴＮ１０に術者がタッチすると、ＬＥＤ３２からＰｔｒ３２に投光されていた
光、及びＬＥＤ１１’からＰｔｒ１１’に投光されていた光が、術者の指によって遮光さ
れる。すなわちＰｔｒ３２及びＰｔｒ１１’が非受光状態となる。周知の赤外線方式のタ
ッチパネルは、非受光状態となった受光素子に関連付けられた機能を実行させるものであ
る。ここで、割当部４２は、座標（Ｘ３２、Ｙ１１）にホワイトバランスの調整機能を関
連付けて記憶している為、該割当部４２からホワイトバランスの調整に関する信号が、図
示しないプロセッサ１００Ａの制御部に送信される。この制御部は、割当部４２から送信
された信号に基づいて、各ボタンに割り振られた機能が実行されるように電子内視鏡シス
テム１００全体を駆動制御することができる。つまりこのとき制御部によりホワイトバラ
ンスの調整が行われる。次に、タッチパネルの設定・登録について説明する。
【００２９】
　メモリカード挿入部３０に所定のメモリカードを差し込むか、キーボード１００Ｄで所
定の操作を行うか、若しくはタッチパネル画面に表示されているＢＴＮ１５をタッチする
かのいずれかの操作を行うと、タッチパネルの設定・登録を行うセットアップモードに移
行することができる。セットアップモードに移行すると、例えば図２に示すような設定画
面がモニタ１００Ｃに表示される。図２のモニタ１００Ｃに表示された「１：＊＊＊」、
「２：＊＊＊」、「３：＊＊＊」・・・は、タッチパネルの設定・登録に関する登録番号
である。すなわち、このセットアップモードにおいては、タッチパネルの設定を複数パタ
ーン登録することができる。つまり複数の術者が使用し得る電子内視鏡システム１００に
おいて、各術者は、それぞれ、電子内視鏡システム１００を操作し易いようにタッチパネ
ルを設定・登録することができる。
【００３０】
　セットアップモードに移行すると、術者は、タッチパネル若しくはキーボード１００Ｄ
を用いてタッチパネルの設定・登録を行うことができる。ここでは、キーボード１００Ｄ
を用いたタッチパネルの設定・登録方法を説明する。
【００３１】
　セットアップモードに移行したら、先ず、図２のモニタ１００Ｃに表示された登録番号
のいずれかをキーボード１００Ｄを操作して選択する。モニタ１００Ｃの右下に表示され
ているプレビュー５１は、設定中のタッチパネルのレイアウトを確認する為のプレビュー
画面であり、上記座標と関連付けて各ボタンを表示するものである。モニタ１００Ｃの左
側に表示されている一覧５２は、タッチパネルに割り当てることができる機能（エンハン
ス、カラーバランス、ホワイトバランス等）、及び表示可能なボタンの形状の一覧を表示
したものである。なお、一覧５２が表示されている領域には、セットアップモード以外の
通常時は、電子内視鏡により撮像された観察画像が表示される。
【００３２】
　術者は、キーボード１００Ｄを操作して、一覧５２から使用したい機能及びボタンの形
状を選択し、ボタンの大きさ、表示位置の座標等を入力していく。これらの操作によるタ
ッチパネルのレイアウトは、即座にプレビュー５１に反映される。この一連の操作を繰り
返してタッチパネルを設定し登録すると、表示部４１は、設定・登録されたボタンの形状
、大きさ、座標に従って、タッチパネル上に各ボタンを描画する。また、割当部４２は、
設定・登録されたボタンの機能、表示座標に従って、各座標（表示された各ボタン）に関
連付けてそれぞれの機能を割り当てる。
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【００３３】
　例えば、キーボード１００Ｄを操作して、一覧５２から洗浄用送水ポンプのオン／オフ
を行う機能、及び四角いボタンを選択し、ボタンの大きさ「１」、座標（Ｘ３８、Ｙ１４
）を入力し、タッチパネルを設定し登録すると、表示部４１は図２のＢＴＮ１１の如きボ
タンをタッチパネル上に投影し、割当部４２は、座標（Ｘ３８、Ｙ１４）に関連付けて洗
浄用送水ポンプのオン／オフ機能を割り当てる。すなわち、座標（Ｘ３８、Ｙ１４）が非
受光状態になると上述した制御部に洗浄用送水ポンプのオン／オフの信号が送信されるよ
うに、割当部４２は設定される。このような操作を繰り返すことにより、例えば図２に示
したようなレイアウトでタッチパネルの設定が成される。
【００３４】
　図４は、プロセッサ１００Ａに電子内視鏡１００Ｂを接続した際の操作部１０の状態を
示した図である。電子内視鏡１００Ｂは、例えばズーム機能を有した電子内視鏡である。
この電子内視鏡１００Ｂは、スコープ判定回路６１、ＣＣＤ回路６２、及び光源回路６３
を有している。
【００３５】
　スコープ判定回路６１は、電子内視鏡１００ＢのＩＤ情報を含んだ回路である。ここで
いうＩＤ情報とは、例えば電子内視鏡１００Ｂの機種を示した番号である。ＣＣＤ回路６
２は、電子内視鏡１００Ｂの先端に備えられている図示しないＣＣＤにより撮像された信
号に所定の処理を加え、電子内視鏡１００Ｂとプロセッサ１００Ａとの信号の整合性を得
る回路である。光源回路６３は、プロセッサ１００Ａの光源部から発光された光に所定の
処理を加える回路である。
【００３６】
　プロセッサ１００Ａに電子内視鏡１００Ｂが接続されると、スコープ判定回路６１及び
ＣＣＤ回路６２は映像・制御系電気コネクタ２０Ａを介してプロセッサ１００Ａに接続さ
れ、光源回路６３はライトガイドコネクタ２０Ｂを介してプロセッサ１００Ａに接続され
る。このときスコープ判定回路６１は、プロセッサ１００Ａの上述した制御部にＩＤ情報
を送信する。
【００３７】
　制御部は、電子内視鏡の各機種とタッチパネルの設定とをそれぞれ関連付けたテーブル
を記憶しており、送信された該ＩＤ情報に基づきタッチパネルを設定する機能を果たす。
例えば、電子内視鏡１００Ｂはズーム機能を有している為、上記テーブルには電子内視鏡
１００Ｂの機種と操作部１０におけるズームボタンの設定とが関連付けて記憶されている
。以下に、プロセッサ１００Ａに電子内視鏡１００Ｂが接続された際のタッチパネルの設
定について説明する。
【００３８】
　プロセッサ１００Ａに電子内視鏡１００Ｂが接続されると、制御部は、上記テーブルを
読み込み、記憶された内容に応じたタッチパネルの設定を設定部４０に実行させる。表示
部４１は、制御部から送信される信号に応じてタッチパネル画面を図２に示した画面から
図４に示した画面に変更する。すなわち、電子内視鏡１００Ｂ接続前にはタッチパネル画
面に表示されていなかったズームボタンＢＴＮ１６が、電子内視鏡１００Ｂ接続後には該
画面内に表示される。またこのとき、観察系のズーム倍率の状態に応じて適正光量が変化
する為、術者が該光量をマニュアルで調整できるように調光ボタンＢＴＮ１７も追加され
る。なお、電子内視鏡の機種によっては不要な機能も存在する。この電子内視鏡１００Ｂ
の場合、ホワイトバランスのボタンＢＴＮ１０が不要な為、電子内視鏡１００Ｂ接続と同
時にタッチパネル画面内から削除される。そして割当部４２は、変更したタッチパネル画
面内のレイアウトに応じて各機能を割り当てる。すなわち、ＢＴＮ１６、ＢＴＮ１７が表
示された座標にズーム機能、調光機能を割り当てて、各ボタンが選択されると各機能が実
行されるよう設定する。また、ＢＴＮ１０が表示されていた座標に対するホワイトバラン
スの調整機能の割り当てを解除する。つまり、プロセッサ１００Ａに電子内視鏡が接続さ
れると、該電子内視鏡に必要な機能は操作部１０に該機能を有したボタンとして表示及び
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機能割当の設定が成され、該電子内視鏡に不要な機能は操作部１０から削除される。
【００３９】
　図５は、本発明の実施形態の構成要件である操作部１０におけるボタン配置設定処理を
示したフローチャートである。以下に、図５を用いてボタン配置設定処理を説明する。
【００４０】
　電子内視鏡システム１００に電源が投入されると、プロセッサ１００Ａの上述した制御
部は、メモリカード挿入部３０にメモリカードが差し込まれているか否かを判定する（Ｓ
１）。このとき、メモリカード挿入部３０にメモリカードが差し込まれていると（Ｓ１：
Ｙ）、Ｓ２の処理に進む。また、このとき、メモリカード挿入部３０にメモリカードが差
し込まれていないと（Ｓ１：Ｎ）、Ｓ３の処理に進む。
【００４１】
　Ｓ２において、上記制御部は、メモリカード挿入部３０に差し込まれたメモリカードに
タッチパネルの設定情報が記憶されているか否かを判定する。このタッチパネルの設定情
報とは、上述した登録番号に関連付けられたタッチパネルの設定と同様の情報である。こ
のとき、差し込まれたメモリカードにタッチパネルの設定情報が記憶されていると（Ｓ２
：Ｙ）、上述したセットアップモードに移行し（Ｓ４）、タッチパネル画面内の操作ボタ
ンの設定・登録を行うことができる（Ｓ５）。また、該メモリカードにタッチパネルの設
定情報が記憶されていないと（Ｓ２：Ｎ）、Ｓ３の処理に進む。なお、上記メモリカード
は、通常、電子内視鏡により得られた体腔内の観察画像を記録する為に用いられる記録媒
体である。
【００４２】
　Ｓ３において、上記制御部は、セットアップモードに移行する為の所定の操作がキーボ
ード１００Ｄを用いて行われたか否か、若しくはタッチパネル画面に表示されている“Ｓ
ＥＴＵＰ　ＭＯＤＥ”（図２のＢＴＮ１５相当の操作ボタン）がタッチされたか否かを判
定する。このとき、上記いずれかの操作が行われていると（Ｓ３：Ｙ）、上述したセット
アップモードに移行し（Ｓ４）、タッチパネル画面内の操作ボタンの設定・登録を行うこ
とができる（Ｓ５）。また、上記いずれの操作も行われていないと（Ｓ３：Ｎ）、Ｓ６の
処理に進む。
【００４３】
　Ｓ５において、上述したようにタッチパネル画面内の操作ボタンの設定・登録を行いセ
ットアップモードを終了させると、Ｓ６に進む。Ｓ６において、上記制御部は、プロセッ
サ１００Ａに電子内視鏡が接続されているか否かを判定する。このとき、プロセッサ１０
０Ａに電子内視鏡が接続されていると（Ｓ６：Ｙ）、上記制御部は、電子内視鏡内のスコ
ープ判定回路６１からＩＤ情報を取得して（Ｓ７）、上述したテーブルに基づきタッチパ
ネル画面内の操作ボタンの設定を行い（Ｓ８）、本フローチャートに示したボタン配置設
定処理を終了する。また、プロセッサ１００Ａに電子内視鏡が接続されていないと（Ｓ６
：Ｎ）、該ボタン配置設定処理を終了する。
【００４４】
　以上に示したボタン配置設定処理が終了すると、タッチパネル画面内には、術者が設定
・登録したレイアウトで、かつプロセッサ１００Ａに接続された電子内視鏡に対応した各
操作ボタンが表示される。
【００４５】
　なお、本発明の実施形態のプロセッサ１００Ａを電子内視鏡システムに組み込むと、該
電子内視鏡システムは、新しい機能を有した電子内視鏡にも対応することができる。以下
に、電子内視鏡システムに対する新機能追加について説明する。
【００４６】
　先ず、術者の所属する病院等が、新しい機能を有した電子内視鏡を購入する。そして術
者等が、該電子内視鏡に付属のＣＤ－ＲＯＭ等の記録媒体から、電子内視鏡を使用する為
のアプリケーションを、プロセッサ１００Ａにインストールする。該ＣＤ－ＲＯＭ等の記
録媒体には、新しい機能を使用可能にする為のアプリケーションが記録されている。
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　該アプリケーションをプロセッサ１００Ａにインストールすると、インストーラは、任
意の座標に該新機能を割り当てることができるように、割当部４２を更新する。また、イ
ンストーラは、該新機能を実行する為のプログラムを、プロセッサ１００Ａの制御部に追
加する。このとき該新機能がこの電子内視鏡独自の機能である場合、インストーラは、該
電子内視鏡の機種とタッチパネルの設定とを関連付けてテーブルに記憶させ、かつ該電子
内視鏡がプロセッサ１００Ａに接続されたときのみ、該新機能を割り当てた操作ボタンが
設定されるようプログラミングされている。
【００４８】
　以上が本発明の実施形態である。本発明はこれらの実施形態に限定されるものではなく
様々な範囲で変形が可能である。
【００４９】
　なお、本発明の実施形態では、タッチパネルの設定を行うときにはセットアップモード
に移行しているが、所定の操作を行うことによりタッチパネルが設定できるようにしても
よい。具体的には、登録されている複数種類のタッチパネルの設定のそれぞれに所定の操
作を関連付けて設定部４０や制御部に記憶させておき、上記所定の操作のいずれかの操作
が行われると、該操作に関連付けられたタッチパネルの設定が読み込まれ、設定部４０に
よりタッチパネルの設定が行われるようにする。
【図面の簡単な説明】
【００５０】
【図１】本発明の実施形態の電子内視鏡システムの概略構成図である。
【図２】本発明の実施形態の構成要件であるフロントパネル、モニタ、及びキーボードを
示した概略構成図である。
【図３】本発明の実施形態の構成要件である操作部及び設定部を示した概略構成図である
。
【図４】プロセッサに電子内視鏡を接続した際の操作部の状態を示した図である。
【図５】本発明の実施形態の構成要件である操作部におけるボタン配置設定処理を示した
フローチャートである。
【符号の説明】
【００５１】
１０　操作部
４０　設定部
４１　表示部
４２　割当部
１００　電子内視鏡システム
１００Ａ　プロセッサ
１００Ｂ　電子内視鏡
１００Ｃ　モニタ
１００Ｄ　キーボード
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摘要(译)

要解决的问题：为外科医生提供优异的可操作性和对应于一种连接的电
子内窥镜的功能可以分配给操作单元。       解决方案：显示连接的电子
内窥镜和用于执行与处理器相关的操作的操作按钮的触摸面板，以及用
于设置操作按钮的显示和功能分配的设置装置，显示装置，用于在显示
区域中显示操作按钮，以及功能分配装置，用于将对应于操作按钮的功
能分配给由显示装置显示的操作按钮的显示区域。 .The
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